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９月～１０月  ライブリーちくさ行事予定 

 

１０月１４日(土) ちくさキャンパス「苔テラリウム教室」 

１０月２２日(日) ちくさふれあいフェスタ 

１０月２６日(木) しきぐさ学園大学院講座 

１０月２７日(金) しきぐさ学園いきいき健康クラブ 

 

９月２９日(金) しきぐさ学園いきいき健康クラブ 

 
９月１８日(敬老の日)、９月２３日(秋分の日)、 

１０月９日(スポーツの日)は休館日です。 

生ゴミ処理 

10月 22日(日) ちくさふれあいフェスタが開催されます。 

フェスタの一環として、これまでセンターちくさや千種小学校の体育館にて実施していま

した文化展は、地域の文化交流の推進をめざし、より多くの方に作品を見ていただける

よう、昨年度よりライブリーちくさにて開催しています。 

一般個人・グループの方の展示お待ちしています！ 

趣味で作品作りをしている方、創作活動されている方、普段の活動を見てもらう良い機

会となります。内容は、園児、児童、生徒、一般による書道や絵画、写真、絵手紙、手

芸、俳句などの作品展示、及び千種の魅力発信につながるパネル展示等です。 

出品希望の方は、９月２９日(金)までに、千種文化協会事務局（千種生涯学習事務所）

までお申込みください。 

千 種 文 化 展 

ちくさふれあいフェスタ 2023 

～ 出展作品募集 ～ 

【申込み・問合せ先】 

千種文化協会事務局（千種生涯学習事務所内） 

TEL： 0790-76-2210(代)  FAX： 0790-76-8020 ※祝日休館 

◇開催日時：令和 5年 10月 22日 (日) から 1 カ月程度 

◇開催時間：開館日の午前 8時 30分から午後 8時まで 

◇会   場：ライブリーちくさ １～３階 フリースペース 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《大学院第２回講座》  

 《講師》 ヨガインストラクター 

猪子 浩子 さん 

 

要予約 

２ 

難しい動きはありません。イスに座ったまま

行う簡単なヨガ体操で、心身共にリフレッシ

ュしましょう！ 

日 時：１０月２６日（木） 午後２時から 

場 所：ライブリーちくさ ３階ホール 

日 時：９月２９日（金） 午後２時から 

場 所：ライブリーちくさ ３階ホール 

  「 ヨガ体操 」 講座 

 

《特別講座・いきいき健康クラブ》 

 次回 「しきぐさ学園」 講座のお知らせ 

 生涯学習講座 「千種キャンパス」 開講しました 

《宍粟版 キエーロ作製教室》 開催 ――― 8月 20日(日) 

土の中の微生物を利用して生ゴミを分解処理する「宍粟版キエーロ」作成講座が

ライブリーちくさでありました。参加者のみなさんは、宍粟材を活用した木製の部品

を組み立てた後、その仕組みと使い方を学びました。 

 宍粟市子ども会千種支部 からのお知らせ 

8 月 5 日(土)、千種小学校体育館にてカローリング大会が実施され、

45 名の子どもたちの参加がありました。 1 チームは 3～4 名で、各チ

ーム 2試合を行い、ジェットローラーの行先に一喜一憂しながら楽しみま

した。カローリングが初めての子どもが大半で、なかなかジェットローラ

ーが思うところに止まらず苦戦していましたが、得点を決めると歓声を

あげ、ハイタッチして大いに盛り上がりました。 

 完成 ! !  

 

第 8回宍粟市子ども会オセロ大会 

    9月 3日(日) 宍粟市役所 

【結果】高学年の部 

3位 木原 慎介さん  (6年) 

5位 春名 ひなたさん(4年) 
 
※お二人は、9月 23日開催の西播磨 

子ども会オセロ大会に出場されます。 

 《講師》 片付けコンサルタント 

山田 紀子 さん 

 

  演題 「 自分に恋するお片付け 」  

 

～お片付けを通して、 

ありのままの自分、大切な自分を再発見～ 

大学院講座ですが、大学生の方もぜひご参加ください！ 

  ※11月 16日(木)から変更になっています 
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千種生涯学習推進協議会のページへ ようこそ 

今回は、私たちの掲げるスローガン「育もう 人権文化 進めよう 共に生

きるまちづくり」の妨げになる「アンコンシャス・バイアス」がテーマです。 

愛媛県教育委員会の「人権・同和教育だより 第１０９号」を参考にまとめ 

  てみました。 

 

アンコンシャス・バイアスとは 

 私たちは、何かを見たり、聞いたり、感じたりしたとき、実のところはどうあれ、過去

の経験や慣習、周りの環境を基にして、「これは、こうだ」と決めつけてしまうことがまま

あります。これをアンコンシャス・バイアス（無意識の思い込みや偏見）と言います。 

 私たちが注意しておきたいのは、例えば次のような、相手を傷つける可能性のあるアン

コンシャス・バイアスです。 

【仕事編】 

  ・体力的にハードな仕事は、女性よりも男性がするべきだ。 

  ・来客受付やお茶出しは、女性がやるべきだ。 

  ・定時で退社する社員はやる気がなく、長時間労働をする社員は仕事熱心だ。 

  ・育児休暇を取る男性社員は、仕事への意識が低いと思う。 

  ・セクハラと聞くと、女性の被害者を思い浮かべる。 

【学校編】 

  ・「男のくせに」「女のくせに」と思うことがある。 

  ・家庭科の裁縫は、男子より女子の方がうまいと思う。 

  ・野球部と聞けば、男子が入るクラブと思う。 

【暮らし編】 

  ・「普通は○○だ」「それって常識だ」という思考をすることがある。 

  ・女性の方が感情的になりやすいと思う。 

  ・家は男が継ぐのが当たり前と思う。 

 

 アンコンシャス・バイアスは、何気ない言葉や行動に表れ、本人にはほとんど自覚がな

いため、相手が傷ついたことに気づかないまま終わってしまうことがあります。場合によ

っては、ハラスメントやいじめなどの人権問題につながることもあります。 

 

アンコンシャス・バイアスに対処するには 

 自分もアンコンシャス・バイアスを持っているであろうと自覚したうえで、まずはたく

さんのアンコンシャス・バイアスの例を知り、それがなぜ相手を傷つけることになるのか、

理解することが大切です。加えて、普段からアンコンシャス・バイアスについて自身の言

動をふり返る習慣を身につけておくことも大切です。 

そうしておけば、仮に自身が思い込みや偏見を抱いたとしても、それをアンコンシャス・

バイアスと気づき、言葉や態度に出すことを抑えることができます。また、つい言葉や態

度に出たとしても、その後のフォローを相手に対して適切に行うことができます。 

 

 アンコンシャス・バイアスは、自分の価値観を相手に押しつけるものであり、「共に生き

るまちづくり」の妨げとなるものです。アンコンシャス・バイアスに対処できるよう、一

緒に歩んでいきたいと思います。 
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9 月  
日  月  火  水  木  金  土  

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

書   名 著者・編者 出 版 社 件 名 

逃げたっていいじゃない 香山 リカ エクスナレッジ 人生訓 

フェルトで作る 

着せかえマスコット 
――― ブティック社 手 芸 

いつもと違う野菜の食べ方 小田 真規子 学 研 料 理 

６０歳からの「紙モノ」整理 渡部 亜矢 青春出版社 収 納 

教養としての歴史小説 今村 翔吾 ダイヤモンド社 日本文学 

ふりさけ見れば （上・下） 安部 龍太郎 日経 BP日本経済新聞出版 小 説 

カモナマイハウス 重松 清 中央公論新社 小 説 

わたしたちに翼はいらない 寺地 はるな 新 潮 社 小 説 

八月の御所グラウンド 万城目 学 文藝春秋 小 説 

青瓜不動 三島屋変調百物語九之続 宮部 みゆき KADOKAWA 

 

小 説 

十戒 夕木 春央 講 談 社 小 説 

可燃物 米澤 穂信 文藝春秋 小 説 

あかちゃんはどうやってできるの？ コーリー・シルヴァーバーグ 岩波書店 児 童 

 

移動図書館車運行日 

 
  

９月２０日（水）  
巡 回 場 所 時 間 

下河野 

農村多目的利用施設 
11:00～11:30 

エーガイヤちくさ 12:00～13:00 

岩野辺公民館 13:30～14:00 

 

宍粟市千種町千草１番地１ 

TEL・FAX (0790)76-2180 

 

開館時間：９時～17 時 ／ 休館日：月曜日・祝日（月曜日が祝日の場合は、翌火曜日も休館）・年末年始 

 

上記の場所で訪問貸出をしています。 

お気軽にご利用ください。 

新着図書紹介  ※今月の新着図書の一部です  

こどものじかん  
９月１６日(土)10:30～ 

  

絵本のよみきかせや工作をしま

す。時間までにちくさ図書館にき

てください。 

（５才以下のお子さんは保護者の方

も一緒にご参加ください。） 
 

 

ちくさ図書館だより 

10 月  

日  月  火  水  木  金  土  

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

 

【 開館カレンダー 】 
【今月の特集コーナー】 

 世界を変えた〇〇・歴史を動かした〇〇 

『 世界を変えた１００のスピーチ 』（上・下） 

『 世界の特別な一日 』 

『 日本史を動かした５０チーム 』 

『 世界が驚く日本のすごい科学と技術 』 など 

宍粟市立図書館（山崎）が、10 月 16 日(月)～10 月

23 日(月)の期間、特別整理のため閉館します。 

それに伴い、10 月 3 日(火)～10 月 15 日(日)の間、 

貸出冊数上限１０冊・貸出期間 3 週間に変更します。 

※ちくさ図書館は通常どおり開いています。 


